
                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和3年7月 

＊「7 月の豆知識」* 

「七夕に降る雨」…七夕に降る雨を「酒
さい

涙雨
る い う

」と呼びます。織姫と彦星が逢瀬の後で流す涙、あるいは再

開がかなわなかった悲しみの涙と言われています。七夕に雨が降ると、天の川が溢れて災厄が流れる

とする地域もあります。 
「なぜそうめんを食べるの？」…平安時代に宮中で行われた七夕の節句に「索平」と呼ばれる小麦粉と

米粉を練って縄の形にした菓子が供えられました。索餅はそうめんの原型とされていることから、七

夕にそうめんを食べる習慣が生まれました。 
「伝統的七夕の日」…七夕といえば 7 月 7 日ですが、旧暦では今の 8 月ごろに当たります。現在の歴では 7 月

7 日は梅雨のさなかで、なかなか星を見ることができません。そこで、国立天文台は旧暦に近い「伝統的七夕の

日」を毎年設定しております。 


